記載例

（様式１）

　令和８年４月１日

茨城県　　　　　　殿

砂利採取場埋戻し計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所又は所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　茨城県庁技術革新課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　砂利　採夫
　標記のことについて、下記のとおり実施したいので関係書類を添えて届出ます。

記

１　採取場の所在地　水戸市笠原町９７８－６
２　採取場の面積　　例１）：１００，０００㎡のうち埋め戻し区域１０，０００㎡
　　　　　　　　　　※　埋め戻し区域の面積を併せてご記入ください。
３　埋戻しする土砂の種類及び数量　　　　　種類：　第１～３種建設発生土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数量：　２０，０００㎥
４　埋戻し期間　　　　　　　　　　　　　　自）　　令和８年４月　１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至）　　令和８年８月３１日
５　埋戻し施工予定業者　　　　　　　　　　所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称　技術革新課地域産業振興室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　土砂　埋夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　０２９―３０１―３５８４
１　埋戻しする土砂の種類及び数量について

　(1)埋め戻しに必要な土量　　　　　２０，０００㎥（土量計算書のとおり）

　(2)土砂の確保方法

	土砂の発生箇所
	発生工事種類
	工事発注者
	発生土量(㎥)
	発生土の

土質区分(注1)
	備考

	○○新築工事
	
	△△建設㈱
	１０，０００
	第1種建設発生土
	記載例１

	○○改良工事
	
	△△建設㈱
	５，０００
	同
	記載例２

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


(注1)　 搬入土砂等の区分の欄には、建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令(平成3年建設省令第19号)別表第1の区分を記載すること。

(3)確保した土砂の管理方法

	管理事業者
	名　称：茨城県庁技術革新課
所在地：水戸市笠原町９７８－６

	管理場所
	名　称：茨城県庁技術革新課
所在地：水戸市笠原町９７８－６

	管理責任者
	氏　名：正：砂利　採夫　副：土砂　埋夫、土砂　積男
勤務先：茨城県庁技術革新課
連絡先：０２９―３０１―３５８４
資　格：砂利採取業務主任者

	管理方法
	混入防止方法：　終業後、出入口に施錠
成分分析検査：　工事現場及び採掘場


２　埋戻し方法について

　(1)運搬車輌及び運搬方法及び埋戻し必要日数

	運搬作業責任者
	氏　名：土砂　積男
連絡先：０９０－XXXX―XXXX


	車輌種類
	積載量
	ナンバー
	所有者
	運転者氏名
	勤務先

	別紙添付
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※記載しきれない場合には、別葉にて作成すること。

	運搬経路
	1日平均運搬延べ台数
	1台あたり平均積載量
	1日平均積載量
	必要日数

	
	自社車輌
	台車
	
	
	

	別紙添付
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※記載しきれない場合には、別葉にて作成すること。

　(2)埋戻し現場作業

	埋め戻し責任者
	氏　名：茨城県庁技術革新課　代表　砂利　採夫
連絡先：０２９－３０１－３５８４


	機械名称
	形式・出力
	規格・バケット容量
	台数
	所有者

	ｺﾏﾂ　ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ
	PC〇〇
	1.0㎥
	1
	茨城県庁技術革新課

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※現場作業に従事する者全てを記載すること。

(3)作業時間

　　午前８時００分　から　午後５時００分まで

　　（搬入は午前９時から午後４時まで）
３　その他について

　(1)作業工程

	経過月
	工程項目

	
	設備設置
	埋土搬入
	埋戻し作業
	整地
	工事完了

	別紙添付
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※記載しきれない場合には、別葉にて作成すること。

　(2)監督計画

	監督区分
	監督内容
	監督実施方法

	埋土

監督
	埋土ストック場所における分別方法
	建設残土のみ埋土であることの確認

	
	計画外土砂等の混入防止策
	建設残土発生現場の土質検査表の提示の実施

	埋め戻し監督
	運搬車輌の確認及び破損箇所の補修
	適宜巡回し、破損箇所の確認を行ない、発見した場合は速やかに補修する。

	
	防護策の現状確認及び破損箇所の補修
	適宜巡回し、破損箇所の確認を行ない、発見した場合は速やかに補修する。

	
	終業後等における出入口の施錠等
	管理者による確認を行なう。

	
	雨水・湧水の処理方法
	沈殿池で処理する。

	運搬

監督
	計画外埋土の運搬防止方法
	運行管理者、伝票による確認、随時、発生元への確認を行なう。

	
	搬入に伴う道路の汚損等維持管理方法
	適宜巡回し、汚損等がないことを確認する。
汚損箇所を確認した場合、速やかに清掃する。

	
	交通法規の厳守
	関係法令を順守させる。


※具体的に記載することとし、記載しきれない場合は別葉にて作成すること。
（様式２）

誓約書
　令和８年４月１日

住所又は所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　茨城県庁技術革新課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　砂利　採夫
　　　　　　　　　　

　私は、砂利採取法並びに関係法令等を遵守し、砂利採取場埋戻し事業計画に定めるところに従い事業遂行することを誓います。

　なお、災害事故等不測の事態が生じた場合は関係機関の指示に従うことはもとより、その他法令等違反、計画に反する行為を怠った場合は、その責任の一切を弊社が負い、直ちに現状を改善することを誓約いたします。

（様式３）

　令和８年４月１日

茨城県　　　　　　殿

住所又は所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　茨城県庁技術革新課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　砂利　採夫
埋戻し開始届
　標記のことについて、次のとおり届け出ます。

１　埋戻し期間
令和８年４月１日　から　令和８年８月３１日まで

２　埋戻し開始年月日

　　令和８年４月１日

３　埋戻しの場所
水戸市笠原町９７８－６
４　開始前の跡地の状況

　　場内に採取跡地の窪地あり
備考）写真を添付すること。
（様式４）

埋戻し実績報告書
（　令和８年４月から　令和８年７月　まで）

　　令和８年７月３１日

茨城県　　　　　　殿

住所又は所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　茨城県庁技術革新課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　砂利　採夫
埋戻し実績について、次のとおり提出します。

１　埋戻し状況

　　　(1)埋戻しに必要な土量　　　　　　　２０，０００㎥
　　　(2)埋め戻した土量　　　　　　　　　１５，０００㎥
　　　(3)進捗率　　　　　　　　　　　　　　　　　７５％
（様式５）

埋め戻し完了届
令和８年８月３１日

茨城県　　　　　　殿

住所又は所在地　水戸市笠原町９７８－６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　茨城県庁技術革新課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　砂利　採夫
標記のことについて、別紙のとおり届け出ます。

１　埋戻し開始年月日

　　　令和８年４月１日

２　埋戻し完了年月日
　　　令和８年８月３１日

３　埋め戻しの場所
水戸市笠原町９７８－６
４　埋め戻し実施後の現地の状況

　　　跡地措置を実施（別添のとおり）

